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　　　　　　　小遊星の話
　　　　　　　　　　（故）申村　婆
　近年，小遊星エロスの接近や，デルポ1卜星やラインム1卜星等の二見
（本誌第135號）があり，篇虞槻測家や軌道計算家に興味深い材料を提供して厨
る．小遊星の研究は近年著しV・進歩を途げ費｝るが，特殊な方面であるから
痢合に天文書にも紹介されて居ない・
　小遊星は火星と木星の間を運行して居る千鹸簡の小さな遊星の名稽である
が共の嚢見には数多くの挿話がある．水・金・火・木・；［1の三見は三三で行
はれ，天王星は望遠鏡で獲見されブごのであるが，ボ1デが考へついた簡輩な
法則即ちボ1デの法則と言はれるものでは，水星を0として，他の遊星はノk
．星よりの順番に等しいだけ2に3を掛け，之に4を加へれば，太陽・地球闇
を10とした割合で，各遊星の距離がよく表はされる．2tJち，
　　　　　　水　　　金　　　地　　　火　　（小遊星）　　木　　　Jl：　　天一1｛
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　實際の値はボ1デ則と可なりよく含って居るが，18．世紀の』〈には今の小遊
星に細鴬する距離に常る遊星は一一一・一しつも知られて居なかった．それで直接此の
法期から思ひついて！800年に會議を開V・て撒名の猫逸の天攻：導者がボ1デ則
の28の距離に中る新天隈を掃索する：事になった．
　然し掃出が始まるまてしに．19没紀の最・初のH自［」ち／8011Flj］　11．1にパレルーe
のゼアジが實際に新小天灘を獲£乙したのであって，第／號小遊昆ピヒレス「と
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呼ばれるものがこれである．此れの距離が28に相歯するものであった．ピァ
ジは此小遊星をしばらく観測したまN病氣の爲に見失ったのであった．次の
接近の際に此の星を無敷の恒星の聞に眼覗的に探す事は不可能に近い事であ
るが，幸ひ天才数話者ガウスの手によって軌道計算法が研究解決され，1801
年の年末に再びLセレス「が一見された．
　目的の星は一つでなかったので，1802年3月28日置はオルベルスが第2號
Lパラス「を恵雨，1804年9月2日にはハ】ヂングが第3號Lジュノ1「を獲見，
エ807年3月29日に又オルベルスがL副スタ「を獲見した．
　僅か数年開に4箇も獲見されたのであった．其後約40年間一つも獲見され
なかったのであるが，1845年にヘンクが第5號Lアス1・レア「を巡見し，其の
後，1817年以來毎年訣がさすに幾つか意見されて居る．小遊星の観測及び心
見は此れから全く眼視的に行はれたのであって，9等乃至11等の比較的明る
v・ものが多かったので割合に樂ではあったが，非常な手撒を要したのであっ
た．其れが1891年になって槻弓並びに短見方法に大革命が行はれた．ハイデ
ルベルヒ天文墓のテルフ氏は今禽ほ小遊星の糊測を績けて居るが，テルフ氏
は小遊星槻測に爲眞術を利用したのである，自防小遊星のある方向に天器篇
眞機を向けて，長い時聞露出すると，恒星は黒占に鳥って居るのに，運動して
居る小遊星だけは長い線を引いて現れるから，小遊星が容易に捻出されるの
で，此の年から小遊星観測の能率が急に纂がつたのである。テルフ氏の使っ
た天膿爲耐油は口慣16センチの一封のホクトレンデル人像鏡玉であった・
　小遊星（323）ブル1シア甲山5眞で三見されるまで1・M，ts．・1ての小遊星は熱心な
小遊星観測家によって七島的に洞見されたのである．此の方面で最も活動し
た観測家は邦1ンの故パリザ氏であって，1874年から1923年の約50年聞に實
に正式に登録されたもの121箇を護冠して居る．即ち既知の星の一割は同氏
の眼親護見にかSるもの151ある．登録すみの小遊星の約十分の一は民の二見
にかNるもので，晩年に獲癒したものは13等，時には14等の微光のものもあ
った，次ぽ二1ス天文蔓の故シヤロワ氏で99箇を喪見して居る，パリザ氏の
死後小遊星の眼白嚢見は甚だ稀になったが，1929年には＝1ス天文豪のショ
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1マス氏が（1114）ロiレインを獲見して居る．像では恒星と全く二二のない
小遊星を，三二一枚を便りに，た9一大山の位置が分かつても槻測するに二二困
難であるのに，新しいものを検出するのには非常な勢力を要するのは言ふま
でもない．昔の槻三者は良好な天岡が無い爲に非常な苦心をしたのであって，
記憶の良い人は，見畳えた星野で，星圃なしに二見した人もあったのである．
二二が今日の進歩を見たのも一つは小遊星槻測の直接の要求であったので，
パリザ氏の調製したLラルフ・パリザ爲眞天圓「の如きは最初は此の要求で作
られたものであった．推算位置をたよりに，共の附近の星を一つづつ望遠鏡
の覗野の星と比較して既知のものを探し位置の測微観測をするつV・でに，稀
に新小遊星を獲記するのである、12等までは割合に探し易いが，13等の小遊
星は熟練家でも探し難いものである．
　小遊星の三三観測法は種々ある．小遊星は，外灯は恒星と差がないので，恒
星と二三出託るのは，たぐ其の蓮動である．普通の小遊星の運動は小遊星が
最も近づいた衝，部ち夕方東の室を昇る位置では，束から西に帥ち逆行して
居るので，其の速度は黄道面にZF行して大艦1日に角度の十数分動くので，1
時聞に直すと木星の直径足らす約35秒であって僅かなものである．小遊星の
ある方向に天lt：kZ’眞儀を向けて約10分間曝篤して，其の原仮を天圃と比較し
て小遊星を溢出する事も嵩來るが，比較的困難で像を誤り易い方法であるか
ら小遊星の豫が槍出し易い様な特殊の方法を老案ずる．一つは前に述べたテ
ルフ氏の長時間二二で小遊星に線を引かせる方法である・1時間曝爲しても
焦鮎距離1米のレンズで小遊星の線の長さは僅かに0。15ミリ程であるから相
當長v・曝爲を要求される．故メi一力1フ氏が1904年頃に老案した方法も度々
使はれる．小遊星は蓮回して居るから，若し共の運動して居る速さで僅かつ
つ乾板を動かし，小遊星を撮影すれば小遊星は黙になり，恒星は練て短い線
になって現れ，小遊星に線を引かしたよりも淡いものを撮影出來る筈であ
る．此の方法も使ふが，小遊星の薯i像は割合に槍出し難いものであるから二三
には最初の1時開は此の様に撮影し，・一旦シャツts　一を閉して乾板を0．宏リ
許り酉に動かして再びご1時間同じ様に曝爲する，庇の方法によると小遊星の
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鮎像は二つ接近して現れ，恒星の短V・線像はや」離れて現れるのであり，像
が二つづ雪焼になって居るから極めて安全に気違ぴなく小遊星を桧出する事
が出為る便利な：方法である．叉原板を引績V・て或は多少時間をおいて2枚撮
　　　　　　　　　　　　　　　　ステレオスコ　プ影すると小遊星だけ動いて居るから立罷鏡にかけて見ると恒星の聞に小遊
星だけ浮び上って見える．此の方法はテルフ氏の考案であるが，最初の此の
　　　　　　　　　　　　　　　ステレオスコビア方法で二見された小遊星は（566）Stereuskopiaといふ名繭がついて居る．今
若し出島鏡で見ながら左右の光源を交互に黒占滅すると，動かないll亘星はヂツ
として居るが，動いた小遊星だけは左右に躍って見えるから，出出し易く，
割合によく使はれて居る方法である．
　何れの方法でも1枚の原板では偶然出來た像の爲に誤り易いから，同口復
活焦点のカメラを並べて，2枚の原板を撮影すると聞違の起る機會は極めて
少ない．
　120D箇に近V・多言の小遊星は李均1年3箇月毎に衝になるから毎月数十箇の
小遊星を槻嘉しなければならぬ．其の一つづつの位置を精測すればよV・ので
あるが，観測者も少いので廣角寓眞鏡玉で約10度李方の天を一度に撮影して
小遊星を槻測するのである．10度孕方の天塔には李均5－6箇つつの既知の小
遊星が現れて居るから，推算を便りに小遊星を探し，原板上で位置を測定す
るのである．原板上の位置も精測すればよいのであるが多敷の小遊星では到
底手払の上で許されなV・事であるから，通常角度1分までの概測位置を護表
して，あとで暇があれば精測位置を爽表して居る．現在小遊星槻測に忌事し
て居る天：文憂も相當多v・が，槻測もれになる小遊星も1－2割はあるので，見
：失はない爲の追跡だけでも容易な仕事ではない．
　小遊星の爲眞覗測の爲に撮影した原板には既知の小遊星以外に新小遊星も
しばしば撮影されて居る・妊るV・新小遊星も近年は漸次に減少して，12．5等ま
でのものは毎年2－3箇，12。5－13．5等のものは激十箇づNI，its見される．ユ3等
のものが主なもので，此の獲見には口径20センチ以上の鏡玉が必要である．
14等，15等のものを加へると咋年度（1931年）の如き200箇を突破して居る・
新小遊星はベルリン天文計算局に到着した報告順に一定の假符號がつけられ
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る．新小遊星は全部登録されるのではなく，i回切りの槻測のものが牟分も
あ砂，槻測不充．分で正式に登録されないものが8割以上にもなる．
　獲見された日から約2箇月観測され，約10回の糊測が行はれて，軌道計算
の結果充分信頼すべき軌道が得られた二合始めて正式に登録番號が嚢表され
る，其れ程の注意を彿っても軌道が不確証な爲に行方不明になる小遊星が若
干ある．行方不明のものは再獲見される事もあるが，現在では約50個許り行
方明のものがある．
　小遊星は軌道の形歌の都合で，衝によって，明るい揚合と暗い揚合がある
ので，二見し易v・特別な場所に來た時tc見つかる事が多いから，未だ未だ見
逃されて居るものも澤山ある筈である．近年小遊星獲見もどうやら峠に來た
三子で，新小遊星二見も漸次に困難になる事と思はれるが，回れでも三年30
箇位つつ登録され，1932年の始には實に1183箇になって居る．庇れ以外，確
かに存在すると考へられて居るが軌道未定のものが1000箇は大丈夫存在する．
　小遊星門門の中央局はベルリン天文計算局であって，實に行届v・た世話を
して居るが，此庭では9割近くの小遊星の毎年の衝を中心とした約50日聞の
推算を行ひ，軌道の不確實なものから執道の修正計雛を二って居る．約1割
以上のものは二二の天文家が共同して援助して居る．此れ程多激の然かも鯨
年家族の増す小遊星の世話は行届かないのが當り前であって，推算位置が角
度の1度も違って居るものも珍らしくない，
　然らば此れ程多数の小遊星，然かも似た様なもの許り塘加するのでは手数
許り層して仕様のない様にも思はれるが，糊測の副産物として毎年1－2個の
彗星が獲見されるし，小遊星でも横紙破1）の珍物例へばデルポい星や列
ンム1卜星の如きものが現れるので，太陽系や小遊星の成因について漸次に
まとまった智識を與へでくれるものである。
　天文計算家の数人は，一定の小遊星を自分のものX様にして，一生其の軌
道の計算や槻測に費して居る人がある．
　現在小遊星の槻測を行って居る天：文i裏は爲眞法と眼視法と2種類あるが，
為眞の方では約10箇日天文肇が從些して居るe器械を表にすると下の通りで
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あって，最初の5天文夷が最も熱心である．ハ／デルベルヒ及びユクル天文憂
等有力な器械を有して居る天文亭の好威績を纂げて居る事は勿論であるが，
南露クリミヤ島島にあるシメィス天文裏が僅か口径12センチ，論難距離60セ
ン．`の小口径テツサ1鏡戸で果げて居る槻測能率は最もすばらしいものであ
って，ユクル天文蔓のものと殆んど同じ14等級のものをも観測して居る．
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　眼硯的に親測して居るのは最後の三．ぺ文事である．ノ、イデル’“ルヒ天文豪
のミユンドラ1氏は微光小遊星眼覗槻測家として唯一の熟練家であって，ユ3
等或は14等の微光小遊星を眼視的に槻慨してrる，稀な三智家である．ヂユ
セ歩ドルフ天文稟のル1テル氏は父子二つv・で約70年僅か19センチ弱の小口
征望遠銭で優秀な観測をして居る・
　小遊」との軌道の長∫ド樫は火星から木星までに散布して居るが，総ての小遊
星について長孚樫を書くと，一様に散布して居るのではなく所々に切れ目が
ある．木星の公縛週期は11．88年であるが，その1／2，1／3，2／5，3／7，5！11，4f9
等とV・つた簡軍な分賦ご’る所のものは全く見k；らない．若し其の様な位置
に小遊星があったなれば週期的に質量の大きな木星の引力の爲に撮動を受け
るから軌道が甚だ不安定なので，安定のよい方につれたのである．しかし叉，
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木星に近V・所では木星の週期と關係のある星もある．木星と同じ公轄週期の
トロイ群，公嬉週期2！3のしヒルダコ群，公轄1週期3／4のしトウレ「群がある．此の
拉：置にある方が軌道が安定なのである．例へばトロづ群はトロイ戦争の勇士
達の名前治りをつけた～群のもので，今は10箇知られて居るが，木星の前及
び後で木星小遊星太陽が丁度正三角形の頂黙に留る部分に小遊星がある珍ら
しい一群である．588番Lアキレス「は此の群で最初に獲見されたものであ
る．
　小遊星の軌道は第1號Lセレス”iが典型的なものであるが，奇抜なものも少
くない．遠日黙の最も遠一v・のはしヒダルゴ■で，土星に近く，近日黙の最も近
いのは1932HA（ラィンム1ト星）で，實に金星の内側にある．近日勲の最
も地球に近いのは1932：EA・（デルポ｝斗星）で，次に近いのは有名なLエロ
ス■ｯである．
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　日本で獲見されて正式に：登録されて居る小遊星は7箇ある。何れも東京天
文素点心見されたものである・東京天丈墓の前課長卒山面’博士が麻布天文毫
で宿払されたものは498番L東京「と727番L日本「とであって，498番L東京コ
は11等級の比較的明るV・小遊星である．東京天文墜が三鷹に移漏してから及
川技師が20センチのブラシア天盛面恥儀で（1088）番Lユ927WA「，（1089）番1927
WB，（1090）番1928DG，（1098）番1928RI，（1139）番ユ929XEと5箇を獲見さ
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ンチ級の爲眞鏡玉としては稀な成績を畢げられた．1139番は軌道のれ．20セ
形の小さい鮎で珍らしV・星である．
　小遊星観測は1920年頃より仲々盛んになって來た．現在引績いて小遊星槻
測に從心して居るのは，郭話カメラでは猫Heidelberg，　Bergedorε白Uccle，
伊Pillo　Torinese，南露simeis，西Barcelona，北阿Algier，南阿Johannesburg，
米Washington，東京，花山等の各天文喜，大n狸反射鏡によるものは濁
Heidelberg・Bergedor6米．Yerkesの各天文東である・眼遠島測には猫Heide］一一
berg，　Dusseldorf，　T　Copenhagen，露Kasan，佛Nice，北阿Algierの各天文
藁である．大口心窩眞鏡ll：で面心し得るものが。販壁光度13．5等までのもので
あり，14乃至16等のものは大口穫反射境によって確論に面出が出曇る．Simeis
天文塵が僅か12センチの…封のAslro－Tessarによってよく14等近くの小遊星
の観測を得て居る事や，D．usseldorfのW．　Lu亡her氏が僅か186ミリの屈折鏡
とリング・マイクuメ1タ1により長年槻鳴せる事，共他X・N　ienのPaliSa氏
の死後12等以下の微光小遊星の眼覗槻測の：観浪嫁が失はれ．て居る事等を注意
したV・．
　小遊星の位置決定方法に關しては，二つの比較星によるものは猫Heide1－
bergを始としBergedorf，　Simeis，　Washington等で使用され，2組以上の比較星
を使用する際は可なりの結果が得られ．，三つの比較星による計算法はYerkes
u6cle，　Jdlannesburg等に湿て使用し，　AlgierのAstrographic　telescope（爲眞
天岡用望遠鏡）の長音黙と5簡の比較星により堅しく良好な位置を得て居る
事を注意したV・．近年Dependence　methodの出現によって著しく計算の方
法が簡略になった爲に，爲傍出測定による精肉立面の獲表せられる事が多く
なった．結局小遊星槻弓の爲には20センチ級の寓意玉が望ましV・．11セン
チTripletでは13．0等まで観測出獄れば上【ll未であり，位置測定の方法として
は，スヶ1ルの小さい原板であるから，二つの比較星を使った計算法を2組
或は以上行ふ事が便利らしい．
